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研究成果の概要（和文）： 
 
ABO 式血液型遺伝子の転写産物のアンチセンス RNA（ABOAS）を同定した。ABO 遺伝子の転写産

物（ABOS）とABOASは様々な組織において同時に発現していたが、ABOSの発現を抑制するとABOAS
の発現は抑制された。これらの結果から ABO 式血液型遺伝子の転写調節には ABOAS が関与して

いることが推測された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
We found a novel antisense RNA transcribed from the opposite strand of the human blood group ABO 
gene, and showed that the ABO and ABOAS transcripts appeared to exhibit reciprocal expression 
patterns in the cells expressing the ABO gene. These results suggest that ABOAS transcribed from the 
opposite strand of the ABO gene might be involved in the regulation of ABO gene expression. 
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１．研究開始当初の背景 
 

ABO 式血液型システムは 1900 年にランド

スタイナーによって発見され、輸血医療の道

を開くだけでなく、個人識別に重要な指標と

して法医学に応用され今日に至っている。

ABH 抗原は組織あるいは体液中に存在し、糖

蛋白あるいは糖脂質、または母乳中の糖質な

どの複合多糖の基幹糖鎖であるところの、

［-ガラクトース（1→3又は 4）-N-アセチ

ルグルコサミン］nの非還元末端のガラクト

ースにフコースが1→2 結合した構造がＨ抗

原である。そのＨ抗原を基礎とし、アセチル



ガラクトサミンがサブターミナルのガラク

トースに1→3 結合した構造が A型抗原であ

る。ガラクトースがサブターミナルのガラク

トースに1→3 結合した構造が B型抗原であ

る。これらの ABH 抗原を構成する糖鎖の生合

成は特異的な糖転移酵素の作用によって行

われる。即ち、フコース転移酵素 FUT1、FUT2

の産生物である H抗原が、ABO 式血液型合成

酵素が触媒する反応の基質となるのである。

これらの糖転移酵素をコードする遺伝子は

単離されたが、これらの糖転移酵素遺伝子が

細胞特異的に、細胞分化の同じ時期に協調的

に発現し、ABH 抗原の合成に至るメカニズム

は未解明である。言い換えれば、糖転移酵素

群の機能的な本質は協調的な発現と触媒作

用の連続である。 

ABO 式血液型は 1900 年に発見され、1960

年代に抗原構造の解析、1980 年代の後半から

1990年代にかけてABH抗原生合成に関わる糖

転移酵素の cDNA の構造が明らかにされた。

ABO 式血液型の研究は我が国の法医学会にお

いて幾多の先駆的業績がなされてきた領域

であり、ABO 遺伝子の転写調節は富山医科薬

科大学のグループによって、FUT 遺伝子は久

留米大学のグループによって解明されてき

た。今日、ABO 式血液型システムのより高度

なレベルでの発現調節機構の解明が求めら

れている。 

 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は non-coding RNA 分子を包括
した ABO 遺伝子の転写調節機構解明、ABO 式
血液型抗原の合成に関与する糖転移酵素の
協調的発現機序等を解明し、ABO 式血液型の
発現機構の統合的解明を目的とするもので
ある。 
 
３．研究の方法 
 

1)  ABO 遺伝子の転写産物（ABOS）に対する

アンチセンス RNA（ABOAS）を、RT-PCR、 

リアルタイム PCR を用いて同定した。 

2)  ABOAS の発現を各種組織について調べ、

ABOS の発現状況と比較した。 
3)  ABOAS の転写開始点とその付近のプロモ

ーター活性を調べた。 

4)  ミトラマイシンを用いて ABOS の発現を
抑制した場合、ABOAS の発現を RT-PCR, 
リアルタイム PCR を用いて調べた。 

 
 
 
 

４．研究成果 
 
ABO 式血液型遺伝子の転写産物のアンチセン
ス RNA（ABOAS）を同定した。ABO 遺伝子の転
写産物（ABOS）と ABOAS は様々な組織におい
て同時に発現していたが、ABOS の発現を抑制
すると ABOAS の発現は抑制された。これらの
結果から ABO式血液型遺伝子の転写調節には
ABOAS が関与していることが推測された。 
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